























































































  はしがき 
 
序 章 本書の目的と構成  
 ＜研究史の空白＞  
 ＜本書の扱わないテーマ＞  
 ＜本書の扱うテーマ＞ 
 ＜近世以前の神道行法＞  
 
第一章 鎮魂行法家の群像――近代以降の神道界とその周辺における行法家の一系譜 
 序 節 
  第Ⅰ部 大本系の鎮魂行法家 
 第一節 本田親徳 
 第二節 長沢雄楯 
 第三節 出口王仁三郎 
 第四節 浅野和三郎 
 第五節 友清歓真 
 第六節 谷口雅春 
 第七節 荒深道斉 
 第八節 宇佐美景堂 
 第九節 岡田茂吉 
 第一〇節 岡田光玉 
 第一一節 佐藤卿彦 
 第一二節 黒田みのる 
 第一三節 五井昌久 
  第Ⅱ部 その他の鎮魂行法家 
 第一四節 川面凡児 
 第一五節 宮地水位と宮地厳夫  
 第一六節 田中治吾平 




 第一節 岸本英夫の行研究  
 第二節 行法的シャーマニズムとしての鎮魂行法  
 
第三章 大本系の鎮魂帰神行法説――シャーマニズム基礎論の観点から  
 序 節 
 第一節 本田親徳の鎮魂説および帰神説  
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 第二節 長沢雄楯、友清歓真、佐藤卿彦の鎮魂帰神説  
 第三節 出口王仁三郎の鎮魂帰神説 
 第四節 大本幹部の鎮魂帰神説  
 第五節 荒深道斉、宇佐見景堂の鎮魂帰神説 
 第六節 世界救世教の浄霊  
 第七節 真光の業、炎の業  
 第八節 神想観、統一 
 終節 大本系鎮魂帰神説とシャーマニズム基礎論  
 
第四章 川面凡児の鎮魂行法説――脱魂型シャーマニズムの身体論  
 序 節 
 第一節 霊魂観と身体観  
 第二節 祭神観 
 第三節 鎮魂行法 
 第四節 脱魂の身体論 
 第五節 発想の基盤とその周辺  
 
第五章 田中治吾平の鎮魂行法説――神秘的合一への階梯  
 序 節 
 第一節 鎮魂の典拠 
 第二節 祭神観 
 第三節 霊魂観 
 第四節 鎮魂行法 
 第四節 非幾何学的行法  
 附 節 
 
第六章 その他の鎮魂行法説 
 序 節 
 第一節 宮地水位の霊胎凝結法と宮地厳夫の鎮魂行法説  
 第二節 山蔭基央の鎮魂行法説  
 
第七章 鎮魂行法の身体論と類型化――宗教的身体境界の観点から  
 序 節 
 第一節 鎮魂行法の類型・その一 
 第二節 心理的身体境界と宗教的身体境界  
 第三節 宗教的身体境界の観点からみた各行法  
 第四節 鎮魂行法の類型・その二 
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で ぐ ち  お に さ ぶ ろ う
は旧名を上田喜三郎
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     無形 
    自感法  上中下  三法 
    他感法  上中下  三法 
    神感法  上中下  三法 
             合九法 
     有形 
    自感法  上中下  三法 
    他感法  上中下  三法 
    神感法  上中下  三法 
             合九法 
    有形無形合拾八法。  
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    妖魅界  前ト同ジク拾八法。 
     巫或ハ法華僧ノ行ハ此等外下々下等也。  
     邪神界ト称スルモ妖魅界ニ同ジ。  

























































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・ ・
甚シキニ至リテハ自己モ之ヲ知ラザルコトアリ。
一ニ幽ノ帰神ト云フ。有形神懸ハ普ク行フ者ニシテ形式アリ、憑霊現象ノ外形ニ現レテ










































 石への鎮魂法として、本田が弟子に伝えた覚え書きに、次のような一節がある。  
 
  「次ニ、三産霊神ヲ一心ニ祈里幽山貫徹ノ加持ヲ冥中ニ行フ。  
  但玉石ニ鎮ムルニハ前以テ其目方見置く可シ。  
  一、生産霊ノ鎮ル時ハ以前ヨリ軽クナル  
  一、足産霊ノ鎮ル時ハ前ト平均ナリ  
  一、玉留産霊ノ鎮ル時ハ以前ヨリ重クナル  



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































み そ げ は ら ひ の り
、零穂凝法



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































み す ま る
の生命射照



































































































































































































































































































































































































































































































わ れ た ま
と
なり分々派々魂となったのである（１５）」という、入ったから出た

















































  各魂の機能 
 これまでの引用文に現われてきた主要な魂に関する説明を、ここでまとめておこう。  
 荒（身）魂
あ ら み た ま
は肉体とされている。和（身）魂
に ぎ み た ま
は心性とか意識とか心とか精神とかされる。
幸（身）魂
さ き み た ま
は情あるいは感情、奇（身）魂
く し み た ま
は智とか「最も神変不可議の活動を顕はす……
知力とか知識」とか言われ、真（身）魂















































































































































































































































































か む な お ひ
神・大直霊
お ほ な お ひ
神・伊豆能売
い ず の め
神・底津綿津見
そ こ つ わ た つ み
神・底筒之男
そ こ つ つ の を
神・中津綿津見
な か つ わ た つ み
神・中筒之男
な か つ つ の を
神・上津綿津見
う は つ わ た つ み
神・上筒之男
う は つ つ の を
神、表に瀬織津比■
せ お り つ ひ め
（口篇に羊）神・速開津比■
は や あ き つ ひ め
神・気吹戸主
い ぶ き ど ぬ し
神・速佐須良比■


































































































































 以下、行法の各階梯を順にみていることにする。  
 























































































































































、何 某 常 立 命
なにそれがしとこたちのみこと
と唱へつゝ、天之沼矛






























































































































































































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
が篩状に弱化していて、
内から外へ




・ ・ ・ ・ ・
』という方向性をもった症状系列であり、少なくとも我々の経験例（二
十三例）においては『外から内へ






































































































































































































 B が霊媒型・憑入型、C は神霊・精霊が自己の身体に触れたりこれを締めつけ内臓に痛









































































































































































































































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・ ・
荘厳にして森厳な感じを受けると共に、心身は偉大なる力に
充たされた















































































・ ・ ・ ・ ・ ・
する、ということである。
つまり、神の霊徳などが流入してくるのは自分の身体
・ ・ ・ ・ ・
中だけにではなくて周辺の空間
・ ・ ・ ・ ・
中に
であり、神の霊徳などが充満するのは自分の身体
・ ・ ・ ・ ・
内だけにではなく周辺の空間






















































































































































































































































































































































































































第一節 宮地水位の霊胎凝結法説と宮地厳夫の鎮魂行法説  
 

















































































































































  宮地厳夫の鎮魂行法説 



























次に 濁気を吐くこと三回。  
次に 歯を叩くこと……合せて三十六回。  











次に 頭を左右前後に動かしまた左旋右旋すること各三回。  
次に 左右の肩手を聳かし及び摩づること凡五回。  
次に 左右の手の指を練る。  
次に 両手を以て眼両耳項等を摩す皆極熱せしむ。  
168 
 
次に 両手の指にて髪を梳る如くすること凡百。  
次に 左右の手もて両乳及び臍下丹田を始め賢堂腰脊間を摩し皆熱撤せしむ。……  
次に 左右の足部を摩づること凡五回。  
次に 左右の足の指を練る。  
次に 左右の脚心所謂湧泉の穴を熱摩す。  
次に 立て或は仰ぎ或は臥し、或は伸び或は屈みて、身体を練り、気血をして全身に
満しむ。 




































































































































































































































































































































































































































































      行形態 
霊魂観 
  動的 
（Dynamic） 
     静的 
（Static） 
実在論的（Realistic） R・D 型 R・S 型 
観念論的（Idealistic） I・D 型 I・S 型 
稀薄（Absent） A・D 型 A・S 型 
 








































































第二節 心理的身体境界と宗教的身体境界  
 身体境界 body boundary（あるいは身体像境界 body image boundary）とは、もともと
精神医学の分野で用いられた概念で、身体像 body image という概念を前提として論じら
れるものである。これらに近似の概念として、前者には自我境界 ego boundary が、後者

















































































 チャールズ・タート（Charles T. Tart, 1937）によって提唱された「意識の変性状態










peak experience、M. ラスキのいう恍惚的体験 ecstatic experience などを包摂するものと
して考えられているが、同研究者はそれらを総括したうえで、ASC は現実志向のための行





が先行すること、さらにその ASC に BSRO の機能低下・放棄が先行することを、押さえ
ておきたい（１１）。  








































学者としてのフィッシャーは、バリア・スコア barrier score と境界浸透度スコア



















































































































































































































































       障塞度 
浸透度 
   高 
    
   低 
    
    高   （A）   （B） 








































       障塞度 
浸透度 
    高 
    
    低 
    
    高 鎮魂行法類型（3） 鎮魂行法類型（2） 

































































































































































































































































（５０）谷口雅春『詳説 神想観』日本教文社、昭和四五年、二頁。  
（５１）谷口「全身全霊をもって神の実在を体感体得しなければならない。それをなすの
が神想観である」『詳説 神想観』一七頁。  















（６６）『神之道初学 全』『霊素発輝 全 一名 鎮魂手引』、どちらも昭和五年三月、純
正真道研究会発行。  













































































































































































































































であるが、その中に「 8、生理学的、心理学的方法 Physiological and Psychological 
Approaches」という項目がある（一三四～五八頁）。ここで概観されている心身相関論的
神秘主義研究の歴史によると、近代的生理心理学的研究の具体的進展は、一九三〇年代、
テレ－ズ・ブロスのヨーガ研究に始まる（Bross, Th．，Etudes instrumentals des 
Techniques du Yoga：Experimentation psychosomatique, 1936）。その後の進展としては、
一九六〇年代から七〇年代にかけて超越暝想（TM）を宣伝的・伝導的に研究したウォレ



















































































































































































































































































































































































































（１０１）荒深道斉『道臣命霊示 神之道初学』純正真道研究会、昭和五年、緒言一頁。  
（１０２）荒深『霊素発輝』七四頁、八二頁、九七頁。  
（１０３）荒深『道臣命霊示 神之道初学』九八～一〇一頁。  
（１０４）荒深『霊素発輝』一五五頁。  
（１０５）同書、一五五～七六頁。  























































































































































































































































































































































































































































（１０６）ちなみに、自己臭妄想症を心身相関の観点からみて、心身像 body image の変
容ととらえる作業が五味淵隆氏によりなされて、分裂病（異常体感）と併せて次のように
図式化されているが、これでは両者間の方向性の違いはまったく説明できない（五味淵隆
「精神の病における心と体――分裂病を中心にして」『岩波講座 精神の科学 ４ 精神と







































































・ ・ ・ ・
というのはイワイドノ





















































































第七番目は「あちめおおお たまはこに ゆふとりしてて たまちとらせよ みたまかり 
たまかりましゝかみは いまそきませる」、第八番目は「あちめおおお みたまかり いに



















































































































（１４）H. マスペロ／川勝義雄訳『道教』平凡社、一九七八年、一六～七頁。  
（１５）同書、一三三～四頁。  




































































































































































（１６）絵画統覚法テスト Thematic Apperception Test とは二〇枚の刺激図版を見せて、
それぞれの図版に関して物語りを作らせて、語らせるもので、その解釈法は、「ＴＡＴの解






















が透過的なＰ支配型 permeability dominant と非透過的なＩ支配型 impermeability 






定されてはいない（同書、６３～４頁）。またフィッシャーたちの言う barrier score と
penetration of boundary score も、必ずしも連続体の両極にあるとは考えられていないの
である（ゴーマン『ボィ・イメージ』一〇二頁）。  
















































        『国学院大学日本文化研究所紀要』五八輯、昭和六一年九月 
「川面凡児の鎮魂行法説――脱魂型シャマニズムの身体論」（上）（下） 
        『神道学』一三一号、一三二号、昭和六一年一一月、昭和六二年二月 
「大本系鎮魂帰神説論考――シャマニズム基礎論の観点から」 
        『東京大学宗教学年報』Ⅳ号、昭和六二年二月 
「田中治吾平の鎮魂行法説――神秘的合一への階梯」 
        『神道研究紀要』第一〇輯、昭和六二年一〇月 
「鎮魂行法の身体論と類型化――宗教的身体境界の観点から」 
        『国学院大学日本文化研究所紀要』六一輯、昭和六三年三月 
「鎮魂行法研究の立場と方法――岸本宗教学とシャマニズム研究を手掛りに」 
        『神道学』一三七号、昭和六三年五月 
「日本宗教史における鎮魂とは何か」 
        『ＧＳ』７号、昭和六三年九月 
「鎮魂行法とシャマニズム――神道における行法的シャマニズム」 
        『文化人類学６ 特集＝シャーマニズムの現在』平成元年六月 
「霊魂と肉体の秘儀・鎮魂帰神」 
        『歴史読本』臨時増刊号、平成元年九月 
「大本霊学とシャーマニズム――出口王仁三郎と幹部達の鎮魂帰神説」 





































































































































                一九九〇年（庚午）二月（戊寅）九日（乙巳）  








1990 年 4 月 10 日 初版第一刷発行  
2000 年 9 月 10 日 新装版第一刷発行  
著者 津城寛文 
発行 春秋社 
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